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昨
年
７
月
以
来
、
約
半
年
ぶ
り
と
な

る
２
回
目
の
会
議
に
は
、

10
代
か
ら

60

代
ま
で
の
町
民
８
名
が
参
加
し
た
。 

 

会
議
の
前
半
は
、
昨
年
実
施
し
た
ア

ウ
ト
ド
ア
に
関
す
る
取
組
の
事
例
紹
介

と
し
て
、
初
め
に
昨
年

10
月
に
開
催
さ

れ

た

町

民

交

流

イ

ベ

ン

ト

「

あ

つ

ま

れ
！
デ
イ
キ
ャ
ン
の
杜
」
に
つ
い
て
、

実
行
委
員
会
の
副
委
員
長
を
務
め
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
澤
村
拓
也
氏
が
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
で
投
影
し
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
紹

介
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
に
は

25
名
の
町

民
が
参
加
し
、
火
お
こ
し
対
決
、
キ
ャ

ン
プ
飯
体
験
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
対
決
な
ど

を
実
施
、
普
段
は
あ
ま
り
接
点
の
な
い

町
民
同
士
が
「
ア
ウ
ト
ド
ア
」
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。 

次
に
同
じ
く
昨
年

10
月
に
開
催
さ
れ

た

「

シ

ー

サ

イ

ド

パ

ー

ク

キ

ャ

ン

プ

場
・
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
の
古
関

係
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
現
在
、
同

キ
ャ
ン
プ
場
は
施
設
の
老
朽
化
と
コ
ロ

ナ
禍
が
重
な
り
令
和
２
年
度
か
ら
休
止

状
態
が
続
い
て
お
り
、
再
開
を
検
討
す

る
に
あ
た
り
町
民
の
意
見
を
参
考
に
す

る
た
め
Ｗ
Ｓ
が
開
催
さ
れ
た
も
の
。 

 

 

Ｗ
Ｓ
で
は
、
「
誰
が
管
理
運
営
を
行
う

べ
き
か
」
「
誰
に
利
用
し
て
ほ
し
い
か
」

「
改
修
が
必
要
な
箇
所
は
ど
こ
か
」
「
付

加
価
値
を
ど
う
付
け
る
か
」
な
ど
の
視

点
で
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
意
見

を
参
考
に
町
は
キ
ャ
ン
プ
場
の
再
開
を

決
定
し
、
今
後
、
構
想
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。 

次
に
水
産
商
工
観
光
課
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
・
磯
野
巧
氏
が
、
ピ
ロ
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
行
っ
た
体
験

ツ
ア
ー
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
。
昆
布

干
し
体
験
や
、
放
牧
地
で
の
ピ
ク
ニ
ッ

ク
、
オ
オ
バ
ナ
ノ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
鑑
賞

な
ど
、
魅
力
的
で
多
彩
な
ツ
ア
ー
の
様

子
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
た
。 

                  

 

こ
れ
ら
事
例
紹
介
の
あ
と
、
前
回
同

様
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
十
勝
の
中

村
真
也
氏
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務

め
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
Ｗ
Ｓ
を
行

っ
た
。 

今
回
は
、
前
回
挙
げ
た
広
尾
町
の
ア

ウ
ト
ド
ア
資
源
を
活
用
し
た
体
験
型
観

光
の
ツ
ア
ー
造
成
を
め
ざ
す
も
の
。 

 

各
グ
ル
ー
プ
は
、
「
広
尾
町
に
来
て
ほ

し
い
人
」
の
年
齢
や
単
位
、
地
域
な
ど

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
ど
う
設
定
す
る
か
を
議

論
し
、
設
定
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
人
達

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
具
体
的

な
ツ
ア
ー
内
容
を
ふ
せ
ん
紙
に
書
き
込

ん
だ
り
、
発
表
し
あ
っ
た
り
し
な
が
ら

作
り
上
げ
た
。
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
「
子
ど

も
が
い
る
家
族
」
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
「

20

代
女
子
２
人
組
」
を
そ
れ
ぞ
れ
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
設
定
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ

広
尾
町
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
滞
在
計
画
を
完
成
（
裏

面

参

照

）

さ

せ

た

。

Ａ

グ

ル

ー

プ

は

「
生
き
る
営
み
」
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
「
＃

拡
散
希
望 

＃
広
尾
旅
」
を
テ
ー
マ
に
す

る
な
ど
、
対
照
的
で
楽
し
い
内
容
に
ま

と
め
、
発
表
し
た
。 

 

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
広
尾
町

の
い
い
も
の
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に
な

っ
た
」
「
人
を
集
め
る
た
め
の
策
の
必
要

性
を
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
書
か
れ
、

今
後
の
体
験
型
観
光
の
取
組
に
繋
が
る

可
能
性
を
秘
め
た
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ

た
有
意
義
な
会
議
と
な
っ
た
。 

広尾の魅力満載、こんなツアーがあったらいいな 

１  202３年（令和５年）２月 24 日（金曜日）   まちづくり未来新聞           第４号  

今、体験型観光が熱い！ 

広尾町は、今年度２回目の「まちづくり町民みらい会議」（今年度最終）を

１月２５日にコミセン大ホールで開催した。 

今年度のテーマは、「海！山！川！地域資源を活かしたアウトドアによるまち

づくりの可能性」。前回のワークショップ（ＷＳ）で出し合った広尾町の地域

資源を体験型観光に活かすため、各班がツアーを考案し、発表を行った。 

活発にアイデアを出し合う参加者  

町民参加で、まちをもっと盛り上げよう！ 

ま
ち
づ
く
り
未
来
新
聞 

第
４
号 

発行者  

広尾町企画課  

☎2-0184 

～ 多世代、異業種が集い未来を語り合う～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 班ごとにまとめた意見をご紹介します（一部を抜粋）－ 

テーマ 生きる営み 

ターゲット（年齢､単位､地域） 

年齢：子ども→0～12歳、大人→30～40歳代   

単位：家族  地域：国内（都会） 

誰のために：都会暮らしに少し疲れていて、 

安心して子育てがしたい人 

 

10:00帯広駅（バスで送迎）～10:40帯広空港～（途中昼食） 

～13:00広尾着（場所：シーサイドパークキャンプ場周辺） 

★13:00～体験（まき割り､火起こし、テント組み立て） 

★16:00～搾乳体験（車で移動） 

★18:00～ＢＢＱ、キャンプファイヤー 

★20:00～星を見る。海が見える山で泊まりキャンプ 

 

★早朝～昆布干し体験 

★日中～釣り ～帰路へ着く 

 

詳細は、こちらから→

（広尾町） 

 

２  ２０２３年（令和５年）2 月 24 日（金曜日）   まちづくり未来新聞           第 4 号 

Ａ班 

 

テーマ ＃拡散希望 ＃広尾旅 

ターゲット（年齢､単位､地域） 

年齢、単位：20代女子ＯＬ２人 

地域：広尾まで車で 100km圏内 

誰のため（何のため）：ＳＮＳでリア充をみせつける！ 

 

18:00羽田空港発～19:30帯広空港着 

～（レンタカーで帯広市街へ）豚丼・北の屋台～ホテル泊 

 

～10:00広尾着 

♥10:30～黄金道路ドライブ（1時間半） 

♥12:00～ランチ・海鮮丼（広輝、イクラ）ししゃもずし 

♥13:00～菊地ファームで牛乳しぼって、バター作って、 

アイス食べる 

♥15:00～船でクルージング、釣り、コンブ、十勝港、ししゃもの選別 

♥17:00～サンタランドでグランピング（BBQ､ｼﾞﾋﾞｴ､ｱｷｱｼﾞ､ｼｼｬﾓ､ﾎｯｹ） 

♥20:00～サンタランド・イルミネーション、大丸山展望台 

♥20:30～サウナ 

♥22:00～たき火を囲んで星空観賞（コーヒー､ワイン､チーズ） 

 

♥展望台で朝日～たき火でパンを焼く（前日作ったバターを塗る） 

おみやげを購入し、10:00広尾発～12:00帯広空港～帰路へ着く 

ツアー１日目 

ツアー２日目 

ツアー１日目（金） 

ツアー２日目（土） 

Ｂ班 

 

ツアー３日目（日） 

お題：広尾町での体験型観光ツアーを考えよう！ 


